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すべり の予知 ・制御の研究」の一 環として，地す
べ り等の土砂災害を軽減 ・ 防止する 目的で，日米
共同研究を実施するため，米国から R. Iverson博
士（米国地質調査所カス ケー ド 火山観測所）と R.
LaHu sen氏（計測専門家： 米国地質調査所派遣）






















く本 号 の 主 な ニ ュ ー ス〉











した。こ こに その報告の一 部を紹介する。
今回の災害は，ヴェネズエラ国の3 大都市の一
つであるマラ カ イ 市周辺を，過去最大の集中豪雨
が襲った。山間部の斜面崩壊によ り発生した土石
流は，山麓に位置する市街地の一 部を，最大3mに







る危険性が高いと い う 点では，わが国でも同様の
事が考えられ，すでに指摘されている所である。
災害は，自然条件と社会条件との相互作用の結果













れるラ ドン と シロ ウ リ ガイ の群生地との関連が注











速な整備 ②基礎的な研究の重視 ③外国，と く
に米国との協力の進展，の 3点に要約されている。




のよう なす う 勢か ら見て，中国の地震予知研究は



















度にスター ト した客員研究官制度によ る，昭和62
年度の招へい者が，下記のように決定した。 10月29日に平塚市で開催した，本年度の防災科
氏 名 職
梶 川 正 弘 I 秋田大学教授
寺 戸 恒 夫 l 阿南高専教授
建石隆太郎 I 千葉大学講師
横 山 孝男 I 山形大学
鈴 木 務 I 電気通信大教授
和 泉 薫 I 新潟大学教授























































「着任先は，チ ュー リ ッヒ市にある．スイス連邦エ
科大学の水理学 ・水文学 ・雪氷学研究所で，名前




アメリカからの外国人がお り，と く にカ ナダのマ
ギル大学から来ているサベー ジ教授とは，ほぼ同
期間雪崩の研究を行う予定であり ，ま もな く ，当
地での研究課題の一 つである，雪崩の運動の3 次






と な り ，日常のト ラブルなどで助けても らってい
ます。」
| 10月の地震活動I
福島県の約60km沖に10月4 日19時27分，M5 . 9
の浅発地震が発生した。次いで，10月10日01時22
分には茨城県霞ヶ浦の直下47kmにM4 . 3, 10月18
日 03時41分には山梨・神奈川県境の深さ24kmにM




1987. 10 .  12. 3 Richard M.  Iverson博士，R.


















● 日刊工業 ：地滑りの予知に前進 間隙水圧3 -
6 倍で崩壊 日米共同実験
I刊 行 物I
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